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ることが多いので、こちらの基準が適応される。前屈状態では、1 ～ 3 ㎏であれば、手
で持ち上げてもリスクがない領域である。3 ～ 12 ㎏であれば、よりリスクが高くなる。




































































重量物の取扱い作業における腰痛予防対策を示した。また 2008（平成 20）年 3 月には「第

















































　　　　　　　　　　　全 15 回の中の最初の 4 コマ（1 コマは 90 分）を対象とした。
2 　対象者　介護福祉専攻 1 年生 36 名（男子 17 名　女子 19 名）






















　 2 回にわたる授業の計画を表 1 に示した。
表 1　第 1 回、第 2 回の授業計画




































































































































































利用者側 介護者側 利用者側 介護者側
1 とても感じた 11（30.5%） 10（27.7%） 1 とても感じた 5（13.8%） 5（13.8%）
2 感じた 23（63.8%） 23（63.8%） 2 感じた 17（47.2%） 13（36.1%）
3 あまり感じなかった 2（5.5%） 3（8.3%） 3 あまり感じなかった 9（25.0%） 12（33.1%）
4 感じなかった 0（0%） 0（0%） 4 感じなかった 5（13.8%） 6（16.6%）












利用者側 介護者側 利用者側 介護者側
1 とても感じた 3（8.3%） 6（16.6%） 1 とても感じた 2（5.5%） 5（13.8%）
2 感じた 16（44.4%） 17（47.2%） 2 感じた 13（36.1%） 13（36.1%）
3 あまり感じなかった 14（38.8%） 9（25.0%） 3 あまり感じなかった 16（44.4%） 13（36.1%）
4 感じなかった 3（8.3%） 4（11.1%） 4 感じなかった 5（13.8%） 5（13.8%）
5 まったく感じなかった 0（0%） 0（0%） 5 まったく感じなかった 0（0%） 0（0%）

















利用者側 介護者側 利用者側 介護者側
1 とても感じた 0（0%） 1（2.7%） 1 とても考えて（知って）いた 2（5.5%） 0（0%）
2 感じた 1（2.7%） 2（5.5%） 2 考えて（知って）いた 15（41.6%） 6（16.6%）
3 あまり感じなかった 12（33.3%） 6（16.6%） 3 あまり考え（知ら）なかった 15（41.6%） 16（44.4%）
4 感じなかった 18（50.0%） 20（55.5%） 4 考え（知ら）なかった 2（5.5%） 9（25.0%）














利用者側 介護者側 1 とても感じた 1（2.7%）
1 とても感じた 1（2.7%） 5（13.8%） 2 感じた 12（33.3%）
2 感じた 18（50.0%） 25（69.4%） 3 あまり感じなかった 15（41.6%）
3 あまり感じなかった 16（44.4%） 5（13.8%） 4 感じなかった 7（19.4%）
4 感じなかった 1（2.7%） 1（2.7%） 5 まったく考えなかった 1（2.7%）
5 まったく考えなかった 0（0%） 0（0%）
　「自分で移動・移乗できない不便さ、辛さが実感できたか」の質問には、過半数以上の
28 人（87.7%）が表 10 に示すように「感じた」21 名（53.8%）「とても感じた」7 名（19.4%）
とし不便さ、辛さを実感していた。
　「人の体を動かすことは難しいと感じたか」の質問には、表 11 が記すように「とても








内　容 回　答 内　容 回　答
1 とても感じた 7（19.4%） 1 とても感じた 20（55.6%）
2 感じた 21（58.3%） 2 感じた 16（44.4%）
3 あまり感じなかった 8（22.2%） 3 あまり感じなかった 0（0%）
4 感じなかった 0（0%） 4 感じなかった 0（0%）





































































　出席者 35 名中全員から回答を得た（当日は 1 名の欠席者があった）が、一部無回答
項目があった。
　1）「持ち上げない移動・移乗技術」の結果










　　　 　「とてもよくできた」が 9 名（25.7％）であり、「あまりできなかった」が 9 名
（25.7％）であった。「身体の自然な動きに気づくことができたか」に比較すると、
「意識的に利用者の自然な動きを活用することができた」とまではいえない学生が





内　容 回　答 内　容 回　答
1 とても気づくことができた 11（31.4%） 1 とてもよくできた 9（25.7%）
2 まあまあ気づくことができた 16（45.7%） 2 よくできた 16（45.7%）
3 気づくことができた 7（20%） 3 あまりできなかった 9（25.7%）
4 気づくことができなかった 0（0%） 4 できなかった 0（0%）
5 全く気づくことができなかった 0（0%） 5 まったくできなかった 0（0%）







解できた」が 11 名（31.4％）、「とても理解できた」が 7 名（20％）であった。
 　　④「ルンデ方式の移動技術は腰痛予防に有効か」（表 15）
　　　 　「ルンデ方式の移動技術は腰痛予防に有効か」との質問には、「とても有効である」







内　容 回　答 内　容 回　答
1 とても理解できた 7（20%） 1 とても有効である 16（45.7%）
2 よく理解できた 17（48.6%） 2 まあまあ有効である 11（31.4%）
3 理解できた 11（31.4%） 3 有効である 7（20%）
4 理解できなかった 0（0%） 4 有効でない 1（2.8%）
5 全く理解できなかった 0（0%） 5 全く有効でない 0（0%）
 　　⑤「ルンデ方式の移動技術は利用者にとって有効か」（表 16）
　　　 　「ルンデ方式の移動技術は利用者にとって有効か」との質問には、「とても有効










































スト方式の「持ち上げる移動技術」について記述した者が 35 名中 3 名あり、テキス



























































求めた。アンケートの実施は、第 2 回目の授業終了後（12 日後）に行い、得られた自由
記述の結果を、「人の身体を動かす困難さ」、「グループ学習を通して考えたこと」、「その
他」の 3 つに分類し分析した。アンケートの結果は表 18 に示した（複数回答）。
　1）「人の身体を動かす困難さ」
　 　「人の身体を動かす困難さ」に分類できる記述が 24 名から寄せられた（複数回答）。
内容は「難しい」、「どうしたらいいか悩んだ」、「利用者と介護者の負担をどう軽減す
るか」と記述した者がそれぞれ 4 名いた。次いで「腰が痛い」が 3 名、「重かった」が
2 名であった。他に「教えてもらわないと不安」「どう人に声をかけるか」「方法を考





　 　「グループ学習で感じたこと」に分類できる記述は 17 名あった。その内容は「いろ










「人前で発表するのは、やらない方がよい」の 5 項目について 1 名ずつの記述があった。
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